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白い湯気の隙間から顔を出したのは、

煮込むほどに柔らかい丹波産の猪肉。

脂からにじみ出る独特の旨みを、

海の京都が育んだ山の幸がさらに引き立てます。

底冷えの冬は、

体の芯から温まる絶品のぼたん鍋をどうぞ。



　
京
都
府
北
部
の
玄
関
口
・
綾
部
。「
海
の
京

都
」「
森
の
京
都
」の
両
エ
リ
ア
に
ま
た
が
る

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
こ
の
地
域
で
は
、

猪
猟
が
古
く
か
ら
盛
ん
で
し
た
。

　
市
街
地
を
東
西
に
貫
く
本
町
通
に
残
る

「
銃
砲
火
薬
店
」の
看
板
も
、そ
の
名
残
。そ

し
て
猟
師
が
捕
ま
え
た
猪
肉
は
、郷
土
色
あ

ふ
れ
る
料
理
と
し
て
綾
部
の
食
文
化
を
華
や

か
に
彩
っ
て
き
ま
し
た
。

　
中
で
も
代
表
格
は
、何
と
言
っ
て
も「
ぼ
た

ん
鍋
」。綾
部
で
は
、市
内
各
地
の
料
理
旅
館
が

腕
を
ふ
る
い
、そ
の
味
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
綾
部
は
、創
業
八
十
年
か
ら
二
百

年
超
と
い
う
老
舗
の
料
理
旅
館
が
五
軒
も
点
在

す
る
、知
る
人
ぞ
知
る「
料
理
旅
館
の
ま
ち
」
。

　
人
口
わ
ず
か
三
万
三
千
の
小
さ
な
ま
ち
に

な
ぜ
？

　
そ
の
歴
史
を
少
し
紐
解
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
和
洋
折
衷
の
大
衆
文
化
が
一
気
に
花
開
い

た
大
正
か
ら
昭
和
初
期―

。そ
れ
は
、京
都

府
北
部
の
小
都
市
・
綾
部
も
ま
さ
に
黄
金
期

を
迎
え
た
時
代
で
し
た
。

　
明
治
二
十
九
年
、綾
部
で
創
業
し
た
郡
是

（
今
の
グ
ン
ゼ
）は
、大
正
、昭
和
を
経
て
、

世
界
を
市
場
に
大
き
く
成
長
。綾
部
を
聖
地

発
祥
の
地
と
す
る「
大
本
」も
明
治
二
十
五

年
に
生
ま
れ
、人
々
の
生
き
る
喜
び
と
地
上

に
対
立
の
な
い
平
和
な
世
界
の
実
現
を
目
指

し
た
宗
教
と
し
て
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。

　「
蚕
都
」「
宗
都
」と
し
て
花
開
い
て
多
く

の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
当
時
、鉄
道
は
今
ほ
ど

発
達
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
遠
方
か
ら
の
来
訪
者
に
は
宿
泊
が
付
き
も

の
。現
代
で
い
う
居
酒
屋
も
ま
だ
な
か
っ
た

時
代
、食
事
か
ら
宿
泊
ま
で
の
お
も
て
な
し

を
一
手
に
担
う
存
在
と
し
て
活
躍
し
た
の
が

料
理
旅
館
だ
っ
た
の
で
す
。

　
一
部
の
政
治
、経
済
界
に
と
ど
ま
ら
ず
、地

元
企
業
の
接
待
や
大
本
参
拝
者
の
宿
泊
、さ
ら

に
は
由
良
川
を
水
運
と
す
る
材
木
業
者
、一
般

市
民
な
ど
、広
く
大
衆
に
開
か
れ
た
存
在
と
し

て
地
域
に
根
付
い
て
き
た
綾
部
の
料
理
旅
館
。

　
そ
れ
は
華
や
か
な
往
時
の
歴
史
情
緒
を
現

在
に
伝
え
る
貴
重
な
存
在
で
す
。

　
そ
し
て
、大
正
・
昭
和
期
か
ら
の
歴
史
情

緒
を
さ
ら
に
満
喫
で
き
る
の
が
、「
海
の
京

都
」の
重
点
整
備
エ
リ
ア
で
あ
る「
グ
ン
ゼ

か
ら
大
本
に
至
る
街
並
み
」で
す
。

　
グ
ン
ゼ
記
念
館（
旧
本
社
）や
本
社
工
場
正

門
は
、近
代
製
糸
産
業
を
支
え
た
歴
史
的
建
造

物
群
と
し
て
整
備
・
保
存
さ
れ
、経
済
産
業
省

の「
近
代
化
産
業
遺
産
」や
京
都
府
景
観
資
産

に
認
定
さ
れ
る
な
ど
、地
域
の
歴
史
と
文
化
を

刻
む
文
化
的
景
観
を
か
も
し
だ
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、大
本
の
広
大
な
神
苑
内
に
入
る
と
、

み
ろ
く
殿
な
ど
貴
重
な
建
築
物
が
立
ち
並
び
、

ま
さ
に
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
。開
教
百
年
を
記
念

し
て
平
成
四
年
に
建
設
さ
れ
た
長
生
殿
は
、二

十
世
紀
最
大
級
の
日
本
伝
統
工
法
に
よ
る
木
造

建
築
物
で
あ
り
、一
見
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。

　「
ぼ
た
ん
鍋
」に
舌
鼓
を
打
っ
た
あ
と
は
、

ち
ょ
っ
と
ま
ち
へ
足
を
延
ば
し
て
、綾
部
の

魅
力
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
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※料理旅館一覧は五十音順です。

※心づくしの料理とおもてなしで地域の発展を支えてきた綾部料理旅館協議会は、
　森の恵みである良質なジビエのさらなる普及・定着と安心・安全ブランドの確立を目指す京都府の運動を応援します。

華やかな牡丹のように

肉を盛り付けることで知られる「ぼたん鍋」

芳醇で風味豊かな丹波産の猪肉の魅力を

綾部の歴史情緒とともにご堪能ください。

・大阪から車で綾部ICまで、約1時間30分
・京都から車で綾部ICまで、約1時間

純和風料理旅館

当協議会は、海の京都観光圏の趣旨に賛同し、
料理旅館の伝統とブランドを最大限に生かして、綾部の観光振興と経済活性化に貢献します。

亀甲家　 / 二百年を超える伝統と四季折々の表情を見せる庭を見渡しながら暖かいおもてなしを楽しんで頂けます。
　　　　　☎ 0773-42-0016・http://www.kikkouya.com/

現　長　 / 花子とアンに登場する松雲閣の跡地。滔々と流れる由良川、紫水の山を眺める特別な時間をご堪能下さい。
　　　　　☎0773-42-0240・http://www.ayabegencho.com/

小西屋　 / 明治34年創業以来、文豪も愛した美しい日本庭園を楽しみながらゆっくりとお食事を楽しんで頂けます。
　　　　　☎ 0773-42-0024・http://www.ayabe-kankou.net/hotel/detail/10

ふしみや / 創業明治35年。長い間 綾部の人々に親しまれている季節折々に工夫を凝らした料理をご用意致します。
　　　　　☎ 0773-42-0314・http://www.fushimiya.jp/

萬　家　 / 四季の香りを感じさせゆったりとした時間と創業百年の伝統が育んだ心尽くしの京料理をご賞味ください。
　　　　　☎ 0773-42-0125・http://www.ayabe-kankou.net/hotel/detail/9
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